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（ 続紙 １ ）                             
京都大学 博 士（ 理 学 ） 氏名 南出 新 
論文題目 
Indecomposability of various profinite groups arising from 

















































 (1) 配置空間群の（群論的）強非分解性、 
 (2) 配置空間の「スキーム論的」非分解性、 
 (3) 副 ℓグロタンディーク・タイヒミューラー群の強非分解性 
 
に関する評価について順番に解説する。まず、(1)だが、これはより一般的かつ純粋
に群論的な「観察」から導かれているものである。南出氏が独自の様々な考察を経
て辿り着いたこの群論的観察は学位論文に記載されている諸々の研究を行なうきっ
かけとなったものであり、自力で独自の路線を開拓する実力を示すものとして一定
の評価に値するものと認められる。(2)のような応用も、指導教員による誘導もな
く、南出氏自身の独自路線による研究方針の帰結として得られたもので、それなり
に有意義な研究成果と言える。一方、(3)は南出氏の学位論文の中でも最も重要な結
果であり、元々有理数体の絶対ガロア群の組合せ論的類似物・近似物として登場し
たグロタンディーク・タイヒミューラー群が、その「類似」から期待される通りの
性質を満たしていることのみならず、 
 
 ・「非分解性」という純粋に群論的な性質と、 
 ・遠アーベル幾何において中心的な関心事であるガロア像の中心化部分群の 
計算 
 
という一見して必ずしも直接的な関連性があるようには見えない二種類の事象の間
に成り立つ深い関連性を極めて明示的な形で示すものとしても実に興味深い。 
 
よって、本論文は博士（理学）の学位論文として価値あるものと認める。また、平
成２９年１月１３日、論文内容とそれに関連した事項について試問を行なった結
果、合格と認めた。 
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